
























































藤 原 正 敏
塩化コバル トグラファイト層間化合物(CoCl2-GIC)及び蟻酸コバル ト2水化物 (CoF2
H)はいづれも面間相互作用が面内相互作用に比べ大変弱い擬2次元磁性体である｡後者 (Co
F2H)は㌔-5･1Kで常磁性状態から3次元反強磁性秩序状態に相転移するが,弱いキャン
ト相互作用のため帯磁率TNで発散するo 一方CoCl2-GICは常磁性状態からTcl, Tcuの2
つの転移点を介して3次元秩序状態に2段階に相転移することがわかっている｡これらの化合
物の秩序化の様子を動的な面から調べるために1-約 100MHzにわたり高周波領域で複素帯
磁率を測定し,その温度周波数依存性を詳しく調べた｡いづれの場合にも顕著な周波数依存性
が現われたが,とくにCoF2Hでは20MHz以上でx′の鋭い落ちこみがみられ,いわゆるci-
iticalslowingdownの現象を示した｡
これに対しCoCl了GICではrcu, Tclいずれの温度にもこの様なx′の落ち込みは観測で
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